
Ｎ０．２９６ 佐 井 村 村 民 憲 章

１．学ぶ意欲をもち、知性と良識の

あふれる村をつぐります。
１．健康と安全を心がけ

明るく楽しい村をつくります。
１．勤労を喜び、力を合わせて

豊かな村をつくります。

１．自然を守り、人を愛し、

心やさしい村をつくります。
１．心身ともに健全な子の育つ

暖かい家庭と村をつくります。
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福

浦
歌

舞
伎
食
談
義

３
月
２６
日
・
ア
ル
ザ
ス

今月 の紙 面

２～３ むらの話題

４～５ お知らせ

６～フ 交母だより

８～９ 国保のしおり

１０～１１ お元気ですか

出稼ぎ現地の

みなさん

１２～１３ 保健婦だより

１４～１５ 税務だより

１６ 戸籍の窓口

※ 今月の中央公民館

選短歌と俳句教室は

お休みです



むらの情報を広く掲載いた

します。身近な情報があり

ましたら、企画財政課まで

連絡ください。

は
つ
ら
つ
と
し
た
プ
レ
ー

室
内
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

三
月
十
二
日
、
ア
ル
ザ
ス
を

会
場
に
、
室
内

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
冬
期
間
の
体

力
づ
く
り
・
老
人
と
青
年
の
交

流
を
目
的
に
、
佐
井
村
青
年
赤

十
字
奉
仕
団
が
主
催
し
て
行
な

っ
た
も
の
で
、
青
年
奉
仕
団
チ

ー
ム
も
慣
れ
な
い
手
つ
き
で
ス

テ
ィ
ッ
ク
を
持
ち
、
強
豪
を
相

手

に
試
合
に
臨
み
ま
し
た
が
・：

競
技
は
終
始
、
和
や
か
な
雰

囲
気
に
包
ま
れ
な
が
ら
進
み
、

試
合
終
了
後
、
参
加
者
と
こ
の

大
会
を
継
続
し
て
い
く
こ
と
を

確
認
し
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■

優

勝

寿

Ｂ
チ
ー
ム

石

戸

福

光

舘

脇

か

の

宮

野

正

治

黒

沢

剛

宮

木

栄

子

■

準

優

勝

白
寿
会
Ａ
チ
ー
ム

田

中

武

雄

新

田

っ

ぎ

東

出

市

郎

田

中

と
み
え

福

田

清
次
郎

Ｉ

ニ

位

白
寿
会
Ｂ
チ
ー
ム

新

田

清
右
Ｉ
門

横

浜

り

ち

福

田

福
五
郎

束

出

と
き
ゑ

横

浜

定

男

横

浜

幸

吉

第
１６
回
佐
井
村
小
学
生
卓
球
大
会

第
２４
回
佐
井
村
卓
球
選
手
権
大
会

小
学
校
の
部

団
体
戦

優

勝

牛
滝
小
Ａ
チ
ー
ム

第
２
位

ク

Ｂ
チ
ー
ム

第
３
位

原
田
小
Ａ
チ
ー
ム

ク

佐
井
小
Ａ
チ
ー
ム

３
年
生
以
下
の
部

男
子

優

勝

坂
井

健
人

平

滝
小
）

第
２
位

竹
内

学
（

ク

）

第
３
位

金
沢

偉
人
（
原
田
小
）

ク

宮
部

正
徳

牟

滝
小
）

３
年
生
以
下
の
部

女
子

優

勝

加
藤

美
雪
（
原
田
小
）

第
２
位

川
村

直
子
（
佐
井
小
）

第
３
位

太
田

圉
香
（

々

）

ク

山
口

智
恵
（
原
田
小
）

４
年
生
の
部

男
子

優

勝

宮
田

大
輔
（
原
田
小
）

第
２
位

菊
池

一
春
（
佐
井
小
）

第
３
位

岩
泉

竜
太
（

々

）

ク

船
越

一
也

年

滝
小
）

４
年
生
の
部

女
子

優

勝

川
村

育
子
（
佐
井
小
）

第
２
位

船
越

幸
子

牟

滝
小
）

第
３
位

竹
内

信
子
（

ク

）

ク

池
田

彩
子

康

田
小
）

５
年
生
の
部

男
子

優

勝

下
斗
米

満
（
原
田
小
）

第
２
位

大
畑

恭
平

平

滝
小
）

第
３
位

北
野

達
宣

佐

井
小
）

ク

山
崎

英
臣
（

ク

）

５
年
生
の
部

女
子

優

勝

坂
井

千
雪

年

滝
小
）

第
２
位

田
中

育
美
（
原
田
小
）

第
３
位

奥
本
ち
は

る
（
佐
井
小
）

々

山
口

美
雪
（

ク

）

６
年
生
の
部

男
子

優

勝

竹
内

晉
司

牟

滝
小
）

第
２
位

中
西

伸
吾
（

ク

）

第
３
位

｛
呂
部

克
徳
（

ク

）

ク

紀
伊

拓
也
（
原
田
小
）

６
年
生
の
部

女
子

優

勝

竹
内

美
貴

佐

井
小
）

第
２
位

池
田

貴
子
（
原
田
小
）

第
３
位

船
越
奈
律
子

年

滝
小
）

ク

大
畑

聡
子
（
佐
井
小
）

第
２４
回
佐
井
村
卓
球
選
手
権
大
会

一
般
（
団
烋

優

勝

ラ
ブ
オ
ー
ル

第
２
位

た
け
ち
ゃ
ん

第
３
位

若
品
本

ク

フ
ァ
ミ
リ
ー

一
般
（
ダ
ブ
ル
ス
）

優

勝

東

出
（
直
）
・
黒
沢
組

第
２
位

柳
田

木
部
組

第
３
位

間
山
・
若
山
組

々

坪
井

・
奥
川
組

一
般
（
男
子
シ
ン
グ
ル

ー
ヤ
ン
グ
）

優

勝

島
野

慶
司

第
２
位

｛
呂
川

洋
平

第
３
位

佐
々
木
一
志

ク

田
沢

亮
一

一
般
（
男
子
３５
才
以
上
）

優

勝

竹
内

孝

第
２
位

菊
池

丈
博

第
３
位

若
山

亶一
一

々

田
名
部
二
郎

一
般
（
女
子
シ
ン
グ
ル
）

優

勝

若

山
伊
久
子

第
２
位

石
戸

節
子

第
３
位

間
山

牧
子

々

渋
田
よ
し
子

硬
式
の
部

優

勝

山
路

太
郎

第
２
位

松
谷

貞
治

第
３
位

坂
本

芳
博

ク

高
谷

由
佳



福
浦
歌
舞
伎
食
談
義

料

理

講

習

会

三
月
十
五
囗
、
振
興
セ
ン
タ

ー
を
会
場

に
、
青
森
市
か
ら
秋

田
綾
子
先
生
を
招

い
て
食
談
義

に
使
う
料
理
の
講
習
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
食
談
義
に
使
う

「
ア
ワ
ビ
の
黄
金
焼
」
「
オ
ー

ト
ブ
ル

ー
サ
ー
モ
ン
の
甘
酢
漬

け
」
「
福
浦
大
漁
飯
」
の
三
品

の
講
習
会
と
な
り
ま
し
た
。

秋
田
先
生
の
指
導
の
も
と
に

で
き
た
料
理
は
最
高
の
出
来
栄

え
と
な
り
、
参
加
し
た
人
は
み

ん
な
満
足
し
て
い
ま
し
た
。

第

十

四

回

函

館

・

下

北

交

流

婦

人

視

察

団

派

遣

事

業

参

加

婦

人

を

募

集

し

ま

す

。

■

対

象

婦
人
団
体
の
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
活
躍
中
の
婦
人
又
は
将
来
リ

ー
ダ
ー
と
し
て
期
待
さ
れ
る
人

■

期

日

平
成
６
年
６
月
１
日
閑

～
２
日
水

■

視

察

地

北
海
道
、
恵
山
町

■

募

集

人

員

■

申

込

期

日

平
成
６
年
４
月
２８
囗
水
ま
で

■

申

込

場

所

佐
井
村
教
育
委
員
会

社
会
教
育
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ

三
八
－

四
五
〇
六

農
家
の
み
な
さ
ん
へ

佐
井
村
農
業
委
員
会
で
は
、

今
年
も
農
作
業
労
働
賃
金
等

を
協
議
し
た
結
果
、
次
の
と

お
り
改
定
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

農
家
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力

を
お
願

い
し
ま
す
。

ま
た
、
農
業
に
関
す
る
ご

相
談
も
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

酋

三

凸

二
一
一
一

※
こ
の
表
は
標
準
協
定
で
す
。

状
況
に
よ
り
両
者
協
議
の

う
え
取
り
決
め
し
て
く
だ

さ
い
。



の
ん
び
り
ゆ
っ
く
り
梵
珠
山
登
山

参

加

者

募

集

よ
う
や
く
春
め
い
た
梵
珠
山

に
、
時
間
を
か
け
て
ゆ
っ
く
り

登
山
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
春

の
訪
れ
を
肌
で
感
じ
、
身
近
な

自
然
の
再
発
見
と
「
自
然
に
親

し
む
心
」
を
高
め
よ
う
。

圃

日

時

平
成
六
年
四
月
十
日

（
荒
天
決
行
）

■

場

所

県
民
の
森

梵
珠
山

■

定

員

五
〇
名
（
定
員
に
な
り
次
第

締
め
切
り
ま
す
）

申

し

込

み

■

問

い

合

わ

せ

「
県
立
自
然
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
１
」
へ

ａ
Ｏ
一
七
ニ
ヱ（
⊃

四
五
二
七

八
五
一
〇

恩
給
欠
格
者
、
引
揚
者
の
皆
様
へ

＝

請

求

は

も

う

お

済

み

で

す

か

＝

総
理
府
の
認
可
法
人
で
あ
る

平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金
で
は
、

恩
給
欠
格
者
（
外
地
勤
務
の
経

験
が
あ
り
、
加
算
を
含
め
た
在

職
年
三
年
以
上
の
方
）
に
、
内

閣
総
理
大
臣
名
の
書
状
、
銀
杯

な
ど
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
同
じ
く
引
揚
者
（
先

の
大
戦
の
終
戦
に
伴
い
、
本
邦

以
外
の
地
域
か
ら
引
き
揚
げ
て

き
た
方
の
う
ち
、
昭
和
四
十
二

年
法
律
第
一
一
四
号
に
よ
る
特

別
交
付
金
を
受
け
た
方
）
に
、

内
閣
総
理
大
臣
名
の
書
状
を
贈

呈
し
て
い
ま
す
。

現
在
ま
で
、
多
く
の
方
々
か

ら
請
求
を
受
け
て
い
ま
す
が
、

ま
だ
未
請
求
の
方
は
お
早
め
に

請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

■

請

求

先

請
求
に
関
し
て
の
申
し
込
み
、

問
い
合
わ
せ
等
は
住
民
福
祉
課

福
祉
係
ま
で

豊

三

凸

二
一
一
一

第１ワ回 佐 井 村 ナ イ タ ー

卓 球 大 会 成 績

優勝 ＜ 一 ね る あ そ ぶ １４勝 Ｏ敗

２イ立 フ ア ミ リ ー １３勝１敗

３位 花 の 中 年 １１勝３敗

∠囗立 う ブ オ ー ル １１勝３敗

５イ立 カロ奈子 にお ま か廿 ８勝６陂

６位 おつきあいクラブ② ワ勝ワ敗

７位 林 野 ク う ブ ワ勝ワ敗

８位 い ろ は 組 ６勝８敗

９イ立 チ ー ム Ｉ Ｓ ６勝８敗

１０位 若 品 本 ５勝９敗

１１位 貴 品 本 ５勝 ９敗

１２位 おつきあいクラブ① ４勝１０敗

１３位 中 道ひ よう きん 族 ３勝１１敗

椪位 ぶ つ こ き 一 ず ２勝１２敗

１５位 ガレージ紀伊ＡＡＡ Ｏ勝縁敗

ラブリーさい１０周年記念

田 川 寿 美

ほのぼのコンサート

４月８日（金）１８：３０開演

主

催

○

ラ

ブ

リ

ー

さ

い

販

売

事

業

協

議

会

○

佐

井

村

商

工

会

青

年

婦

人

部

糸

入

場

券

発

行

所

（
無

料

）

佐

井

村

商

工

会

田
川
寿
美

・
平
成
４
年
度
音
楽
祭
受
賞
一
覧

・
第

抖
］回
メ

ガ
ロ
ポ
リ
ス
歌
謡
祭

最

優
秀
新
人
賞

・
９２
歌
謡

ゴ
ー
ル

デ
ン
大
賞
新
人

グ
ラ

ン

プ
リ

服
部
良
一
特
別

賞

・
第
２５
回
新
宿
音
楽
祭

金
賞

・
日
本
テ
レ
ビ
新
人
音
楽
祭

９２
ベ
ス
ト

ア
ピ

ー
ル
賞

・
第
２３
回
日
本
歌
謡
大
賞

優
秀
放
送

音
楽
新
人
賞

・
第
２５
回
全
日
本
有
線
放
送
大
賞

新

人
賞

・
第
２５
回
日
本
有
線
大
賞

最
優
秀
新

人
賞

・
第
３５
回
日
本
レ
コ
ー
ド
大
賞

新
人

賞
・
第
３０
回

ゴ
ー
ル

デ
ン
ア
ロ
ー
賞

音

楽
新
人
賞



最
低
工
賃
が
改
正
さ
れ
ま
し
た

和
・
服
裁
縫
業
及
び
ス
カ
ー

フ
、
（

ン
カ
チ
ー
フ
製
造
業
の

家
内
労
働
（
内
職
）
に
適
用

さ
れ

る
最
低
工
賃
が
左
表
の
よ
う
に

改
正

さ
れ
、
五
月
一
日
か
ら
施

行
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

最
低
工
賃
に
つ
い
て
の
詳
細

最
低
工
賃
金
額
表
を
希
望
さ
れ

る
委
託
者
、
家
内
労
働
者
の
方

は
、
青
森
労
働
基
準
局
賃
金
課

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ａ

Ｏ
一
七
七
（
三
四
）
四
一
一
一

青
森
県
ス
カ
ー
フ

ー
ハ
ン
カ
チ
ー
フ

製

造

業

最

低

工

賃

ス
カ
ー
フ
及
び
（

ン
カ
チ
ー
フ
製
造
業
に
係
る
手
巻
き
に
よ
る
縁
か
が
り

（
縫
い
っ
ぱ
な
し
に
限
る
。
）
の
業
務

次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
業
務
及
び
中
欄
に
掲
げ
る
規
格
の
区
分
に
応

じ
、
１
枚
に
つ
き
下
欄
に
掲
げ
る
金
額

狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け
ま
し
よ
う

今
年
も
次
の
日
程
で
予
防
注

射
を
行
い
ま
す
。

昨
年
の
春
に
注
射
を
受
け
な

か
っ
た
犬
や
、
生
後
九
十
一
日

以
上
に
な
っ
た
犬
は
、
必
ず
予

防
注
射
を
受
け
る
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。

役
場
か
ら
通
知
書
を
発
送
し

ま
す
が
、
漏
れ
る
場
合
も
あ
り

ま
す
の
で
、
指
定
の
場
所
及
び

時
間
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

※
放
し
飼
い
の
犬
は
、
保
健
所

と
協
力
し
て
捕
獲
し
ま
す
の

で
、
犬
の
放
し
飼
い
は
絶
対

し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

狂犬病予防注射の日程

朝野 球参加 チーム

大 募 集

グランドの雪も解け、いよいよ

朝野球が始まります。

日頃の運動不足解消に、みんな

でチームを作り気軽に参加しまし

よう。
■参加料 １人３，０００円

■登録人数 １２名～２０名

（監督、コーチを含む）

■申込期限 ４月１５日（金）

■申込・問い合わせ先

佐井村役場 東出 直武

田名部二郎

ａ ３Ｂ－２１１１

自 衛 官 を 募 集 し ます

二 訌 ≒ ］广 Ｏ 汲 グニ゛゛

詳しいことは、自衛隊青森地方

誓 言 罌 竺 ツ 几
。



交母だより

佐 井 村

交通安全母の会

総

会

を

終

え

て

佐
井
村
交
通
安
全
母
の
会

二
月
二
十
二
日
、
ア
ル
ザ
ス

海
峡
の
間
に
お
い
て
、
悪
天
候

に
も
か
か
わ
ら
ず
村
長
を
け
じ

め
来
賓
の
皆
様
、
母
の
会
の
会

員
の
出
席
を
頂
き
佐
井
村
交
通

安
全
母
の
会
総
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

そ
の
中
で
、
大
間
警
察
署
交

通
係
長
か
ら
管
内
の
事
故
概
況

の
説
明
が
あ
り
、
佐
井
村
は
交

通
死
亡
事
故
は
無
く
、
記
録
は

継
続
中
で
あ
る
が
、
大
間
署
管

内
で
は
事
故
が
原
因
で
死
亡
し

て
い
る
人
が
あ
り
、
統
計
に
載

ら
な
い
だ
け
で
実
質
に
は
死
亡

者
で
油
断
の
で
き
な
い
状
況
だ

と
い
う
こ
と
、
ま
た
、
交
通
事

故
の
半
数
は
飲
酒
運
転
で
大
事

故
に
つ
な
が
り
や
す
く
、
保
険

が
ま
っ
た
く
効
か
な
い
の
で
経

済
的
に
も
窮
地
に
立
た
さ
れ
る

こ
と
が
多
い
と
い
う
こ
と
や
、

他
の
管
内
で
小
学
生
に
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
を
し
た
ら
三
〇
％
の

子
供
が
自
分
の
お
父
さ
ん
が
飲

酒
運
転
し
た
の
を
見
て
お
り
、

ま
た
、
車
で
き
た
お
客
に
お
酒

を
出
し
て
接
待
し
て
い
る
の
を

見
た
こ
と
が
あ
る
と
答
え
た
子

供
は
二
〇
％
に
も
の
ぼ
り
、
厳

し
い
眼
で
親
を
見
て
い
る
と
い

う
こ
と
が
よ
く
分
か
り
、
自
分

の
姿
を
見
ら
れ
て
い
る
の
に
も

か
か
わ
ら
ず
飲
酒
運
転
を
し
て

い
る
の
は
と
て
も
悲
し
い
こ
と

で
、
飲
ん
だ
ら
車
を
運
転
す
る

の
は
絶
対
や
め
ま
し
ょ
う
、
と

の
こ
と
で
し
た
。

現
在
、
道
路
を
歩
く
限
り
、

小
さ
い
子
か
ら
お
年
寄
り
ま
で

交
通
事
故
は
自
分
に
は
関
係
な

い
と
言
え
な
い
状
況
で
あ
り
、

家
族
み
ん
な
で
永
久
に
交
通
安

全
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

一
人
ひ
と
り
が
交
通
ル
ー
ル

と
マ
ナ
ー
を
守
り
、
母
の
会
の

ス
ロ
ー
ガ
ン
で
も
あ
る
「
交
通

安
全
は
家
庭
か
ら
」
を
再
度
見

直
す
時
期
に
人
つ
て
い
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

母
の
会
は
今
後
と
も
皆
様
の

ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
頂
き
な
が

ら
活
動
を
進
め
て
い
き
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

「
み
ん
な
で
進
め
る
交
通
安
全

を
め
ざ
し
て

…

…

」

４月 １日現在

交通事故死ゼ囗

３
，
８１０日

飲んで乗る あなたは天国 家族は地獄 交通安全は家庭から

県 内 の 交 通 事 故 概況
（平成６年） 青森県交通対策協議会

（ ） 内は前年。 累計は１月から。速報値の ため後日変更するこ とがあり ます。

春の全国交通安全運動

平成６年４月６日～１５日

スローガン

～とびだすな ひと息ついて
みぎ・ひだり～

運動の重点

（１）子どもと高齢者の交通事故防止

（２）シートベルトの着用の徹底

（３）飲酒・無謀運転の追放

毎月 １日は交 通安全家庭 の囗 １０日、２０日、３０日は交通事故ゼロの日

シートベルト しめる心が 身を守る



若

者

は

命

を

大

切

に

ぐヽ
全
交
母
新
聞
よ
り
抜
粋
？

い
つ
の
世
で
も

ズ
フ
の
若

い

者
は
”
と
い
う
甘
葉
を
使
う
よ

う
に
な
る
と
、
そ
れ
は
年
を
と

っ
た
証
拠
で
あ
る
と
よ
く
言
わ

れ
る
よ
う
だ
。
ひ
が
み
心
で
今

の
若
者
を
見

る
わ
け
で
は
な
い

が
、
近
頃
の
若
者
の
自
己
本
位

的
な
風
潮
は
目
に
余

る
も
の
が

あ
る
。

こ
れ
も
戦
後
の
日
本
が
、
経

済
復
興
と
高
度
成
長
、
科
学
技

術
の
発
展
に
対
応
し
た
人
口
の

都
市
集
中
化

が
進
み
、
こ
の
若

者
た
ち
を
育
て
な
け
れ
ば
な
ら

な
か
っ
た
親
た
ち

が
、
戦
後
の

無
責
任
な
教
育
を
受
け
た
た
め
、

明
確
な
考
え
方
を
持
て
な
く
な

り
、
若
者
を
育
て

る
過
程
で
放

任
あ
る
い
は
過
保
護
と
な
っ
て

し
ま
い
、
厳
し
さ
と
優
し
さ
の

調
和
の
と
れ
た
子
育
て
が
で
き

な
か
っ
た
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

こ
の
よ
う
な
親
た
ち
に
育
て

ら
れ
た
か
ら
か
ど
う
か
は
論
の

あ
る
と
こ

ろ
だ
が
、
近
ご
ろ
の

若
者
は
、
物
質
的
な
風
潮
の
下

で
規
範
意
識
の
低
下
と
、
不
健

康
な
欲
望
に
対
す
る
自
己
規
制

力
、
逆
境
に
対
す
る
忍
耐
性
、

他
人
へ
の
思

い
や
り
、
感
謝
の

気
持
ち
が
弱
く
、
自
己
中
心
的

で
短
絡
的
思
考
に
傾
斜
す
る
よ

う
に
な
っ
た
と
言
わ
れ
る
。

例
え
ば
、
混
雑
し
て
い
る
電

車
の
中
で
、
足
下
に
か
ば
ん
を

置
き
乗
降
客
に
迷
惑
が
か
が
っ

て
も
ど
か
せ
よ
う
と
し
な
か
っ

た
り
、
座
席
で
大
股
を
開
き
長

い
足
を
投
げ
出
し
、
あ
る
い
は

足
を
組
み
、
飲
料
水
の
飲
み
残

し
缶
を
床
に
捨
て
、
こ
れ
が
倒

れ
て
転
が
っ
て
も
素
知
ら
ぬ
ふ

り
を
す
る
な
ど
、
数
え
上
げ
れ

ば
枚
挙
い
と
ま
が
な
く
、
常
に

自
己
本
位
で
自
分
が
損
を
し
な

け
れ
ば
何
を
し
て
も
よ
い
と
い

っ
た
感
じ
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
の
若
者
た
ち
が
車

を
運
転
す
れ
ば
、
自
分
の
技
術

を
過
信
し
自
己
統
制
能
力
の
欠

け
て
い
る
こ
と
も
忘
れ
、
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
の
非
着
用
で
危
険
な

走
行
を
行
い
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

の
着
用
を
勧
め
れ
ば
、
余
計
な

お
世
話
だ
、
自
分
の
命
は
自
分

で
守
る

。生
き
る
も
死
ぬ
も
自

分
の
勝
手
で
し
ょ
”
と
ば
か
り
、

耳
も
貸
さ
な
い
不
尊
な
態
度
で

あ
る
。

こ
れ
で
は
若
者
の
自
動
車
乗

車
中
の
死
亡
事
故
が
減
ら
な
い

の
も
当
然
か
も
知
れ
な
い
。
そ

れ
で
も
、
こ
の
よ
う
な
若
者
は

ま
だ
ま
し
の
方
で
あ
っ
て
、
ス

ト
レ
ス
や
欲
求
不
満
の
は
け
囗

を
暴
走
行
為
に
求
め
、
週
末
々

街
中
が
閑
散
と
な
る
年
末
年
始
、

ゴ
ー
ル

デ
ン
・
ウ
イ
ー
ク
、
お
盆

等
の
深
夜
に
、
主
要
幹
線
上
に

う
ん
か
の
如
く
集
ま
り
、
激
し

い
エ
ン
ジ
ン
音
を
響
か
せ
、
蛇

行
運
転
や
信
号
無
視
を
繰
り
返

し
、
周
辺
住
民
や
他
の
道
路
利

用
者
へ
の
迷
惑
な
ど
意
に
介
せ

ず
走
行
す
る
様
は
、
正
に
エ
ゴ

の
固
ま
り
と
し
か
言
い
よ
う
が

な
い
。
こ
の
よ
う
な
若
者
に
育

て
て
し
ま
っ
た
親
と
社
の
責
任

は
大
き
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

三
つ
子

の
魂
百
ま
で
と
い
う

こ
と
わ
ず
か
あ
る
が
、
こ
の
よ

う
に
育
っ
て
し
ま
っ
た
も
の
は

な
か
な
か
直
ら
な
い
も
の
で
あ

る
。
こ
の
二
の
轍
を
踏
ま
な
い

た
め
に
は
、
幼

い
こ
ろ
か
ら
家

庭
に
お
け
る
教
育
面
で
の
父
親

の
役
割
と
母
親
の
役
割
を
よ
く

理
解
し
た
上
で
、
相
補
い
合

い

均
整
の
と
れ
た
子
育
て
（
幼
児

期
・
少
年
期
・
青
年
期
）
を
し

て
欲
し
い
も
の
で
あ
る
。

ど
こ
の
国
で
も
青
少
年
は
次

の
時
代
を
袒
う
世
代
で
あ
り
、

そ
の
在
り
方
に
よ
っ
て
は
次
の

時
代
の
国
家
の
在
り
方
も
変
っ

て
来
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
若

者
を
交
通
事
故
か
ら
守
る
た
め
、

総
務
庁
が
免
許
取
得
前
の
若
者

に
対
す
る
交
通
安
全
教
育
の
在

り
方
の
検
討
を
始
め
た
こ
と
は
、

遅
き
に
失
し
た
感
は
あ
る
が
意

義
深

い
こ
と
で
あ
る
。

４月 の 交 通 安 全 カ レ ン ダ ー

★毎月１日

「シルバー交通安全の日」

各家庭で、交通安全の話し合いを匸

交通安全に心がけて行動する日

★毎月１０日

「佐井村交通安全の日」

交通安全について、各家庭で話し合

い、認識を深める日

★４月１日～（平成７年）３月３１日

「いきいきシルバー交通安全運動」

高齢者に「やさしい」社会気風の醸成

高齢者に対する交通安全教育の推進

高齢者に配慮した交通環境の整備

★４月６日（水）～１５日（金）

「春の全国交通安全運動」

シートベルトの着用の徹底・子供の交

通事故防止

ど
ん
な
危
険
が
あ
る
か

こ
の
ま
ま
進
も
う
と
す
る
と
、
次
の

よ
う
な
危
険
が
あ
り
ま
す
。

①

先
行
車
が
急
仁
減
速
し
て
、
追
突

す
る
。

②

セ
ン
タ
上
ワ
イ
ン
を
は
み
出
し
て

き
た
対
向
車
と
衝
突
す
る
。

ど
の
よ
う
な
運
転
を
す
る
か

●
大
型
車
に
は
大
き
な
重
力
が
か
か
っ

て
い
る
の
で
、
登
坂
時
に
は
あ
ま
り
ス

ピ
ー
ド
が
出
せ
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ

て
、
車
間
距
離
を
詰
め
て
走
行
し
て
い

る
と
、
急
に
減
速
し
て
追
突
す
る
危
険

が
あ
り
ま
す
か
ら
、
十
分
な
車
間
距
離

を
と
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
対
向
車
は
左
カ
ー
ブ
を
走
行
し
て
き

ま
す
。
左
カ
ー
ブ
は
右
カ
ー
ブ
に
比
べ

て
き
つ
い
の
で
セ
ン
タ
ー
ラ
イ
ン
か
ら

は
み
出
す
危
険
が
あ
り
ま
す
。
対
向
車

が
見
え
た
ら
頂
上
付
近
で
す
れ
ち
が
わ

な
い
よ
う
に
速
度
を
調
整
し
ま
し

ょ



国

保

の
し

お
り

国

保

と

交

通

事

故

？

第

三

者

の

行

為

に

よ

る

傷

病

？

交
通
事
故
な
ど
、
第
三
者
の
行
為
に
よ
っ
て
け
が
や
病
気
を
し
た

場
合
で
も
、
国
保
で
治
療
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

○

す

み

や

か

に

国

保

へ

届

け

出

を

／

国
保
で
治
療
を
受
け
よ
う
と

す
る
と
き
は
、
必
ず
国
保
の
係

に
届
け
出
て
下
さ
い
。

○

医

療

費

は

加

害

者

の

負

担

交
通
事
故
の
よ
う
に
第
三
者

の
行
為
に
よ
っ
て
け
が
や
病
気

を
し
た
場
合
、
原
則
と
し
て
医

療
費
は
加
害
者
が
負
担
す
べ
き

も
の
で
す
。
国
保
を
使
っ
て
治

療
を
受
け
た
と
き
は
、
国
保
が

一
時
立
て
替
え
、
あ
と
で
国
保

が
加
害
者
に
請
求
し
、
支
払
っ

て
も
ら
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

た
だ
、
加
害
者
か
ら
治
療
費

を
受
け
取
っ
て
し
ま
っ
て
い
る

と
、
国
保
が
使
え
な
い
と
い
う

こ
と
に
も
な
り
ま
す
か
ら
、
必

ず
不
談
の
前
に
国
保
へ
届
け
出

て
、
必
要
な
手
続
き
を
し
て
下

さ
い
。

・・上手 な医療 の受け方４

①家庭医を持とう。

②重複受診は避けよう。

③定期的に健診を受けよう。

④むやみに薬を欲しがるのは

やめよう。

⑤初診時に保険証を忘れず

に。

医 療 費 の 状 況

［１２月診療分］
国保（若人分） 加入者数 １，４７８人

退職者医療 加入者数 ６６人

人９２４数者象対療医人老

世界保健デー
４ 月 ７ 日

すこやかな生活は

口腔保健から



食品の保存性や品質の特性を正しく判断
皆さんは、食品がおいしく食べられる期限をどの

ように見分けていよすか。現在、食品には製造年月

日が表示されています。多くの人はこの表示を＝しと

に、食品がどれくらい囗もちするのかを判断してい

るのではないでしょうか。しかし、消費者からみれ

ば、製造年月［］だけでは食品の品質が低下している

かとうかを区別する情報として十分とはいえま廿ん。

そこで、今後、わたしたち消費者がより正確な食

品の情報をもとに、商品を選ぶことのでさるように

「期限表示」、いわゆる ｅ’賞味期間”が食品に表示さ

れることになります。

生鮮青果 物や未 包装 の もの を除 く

食品に表示

食品の［］付表示は、これまでの製造年月日に代わっ

て、「○月○日まずは食品の品質を保つことができま

す」という意味を表す期限表示が行われるごとにな

Ｕます。賞味期間（期限）

は、現在ハムやソーセー

ジなど、２６品目に表示さ

れています。食品衛生法

やＪＡＳ法による規格基

準を見直すことによＵ、

今後２～３年をめどに、

生鮮青果物と未包装の食

品を除いた食品の日付表

示の原則として位置づけ

られることになります。なお、期限表示の用語や表

示の仕方については、現在検討が行われています。

また、それぞれの食品の期限については、食品の

品質について最大の情報をもち、責任を負う立場に

ある製造業者が期限を設定することになります。

食品 を４つに分類 し、期限 を設定

実際、どのような表示方法になるのでしょうか。

現在考えられているのは、食品を４⊃に分類して

行う表示方法です。これは、消費者が食品の保存性

や品質の特性を正しく判断でさるように分類されま

す。それぞれの食品がどの分類に当てはまるかは、

これからの課題ですが、主に次のように食品を分け

ることで期限を決めることができます。

①品質が保たれるのが数日以内の食品

使用でさる期限を年月日で表示

例えば、生鮮的な加工食品など

⑧品質が保たれるのが数日から数か月以内の食品

品質が保たれる期限を年月日で表示

例えば、ハム・ソーセージなど

③品質が保たれるのが数か月以上の食品

品質が保たれる期限を年月で表示

例えば、即席めん、缶詰など

④品質が保たれるのが数年以上の食品

日付表示は不要

砂糖や食塩などの特殊なもののみ

みどりの黒髪
「

み
ど

り
の

黒
髪

」

と
い
え

ば

、
つ

や
の

あ

る
若

々
し

い

黒

髪
の

こ

と
。
髪

の
色

が
緑

が

か
っ

た
黒

と

い
う
わ

け
で

は

な
く

、

も
ち
ろ

ん
緑

色
に

染

め
た

髪
の

こ

と
で

も
あ
り

ま

せ
ん

。

こ
の

「
み

ど
り

Ｉ

と
い
う

意

某
は
、

古
く

は
草

木

の
新
芽

を

指

し

、「

み
ど

り
立

つ
」

と

い
え

ば
、

春

に
な

っ
て

新
芽

が

真
っ

す
ぐ
上

に
伸

び
て

い

る
様

を
意

味
し

ま
し

た
。
江

戸

初
期

に
刊
行

さ
れ
た
『
日

葡
辞

書
』

で
は
、
日
本
語
「
ミ
ド
リ
ガ

タ
ツ
匸
が
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
で
、

「
木
々
の
新
芽
が
出
る
」
と

訳
さ
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り

「
み
ど
り
の
黒
髪
」
は
、
新

芽
の
よ
う
に
若
々
し
い
黒
髪
と
い
う

わ
け
な
の
で
す
。

幼
児
を
「
み
ど
り
ご
」
と
い
う
の

も
、「
み
ど
り
の
黒
髪
」
と
同
様
で
、

顔
色
の
よ
く
な
い
子
を
指
す
わ
け
で

も
な
く
、
お
し
り
に
青
い
あ
ざ
（
蒙

古
匹
）
ガ
あ
穴

め
宵

び
名
で

あ
り
ま
せ
ん
。
「
緑
児
」
は
、
も
と

も
と
新
芽
の
よ
う
に
生
ま
れ
出
た
ば

か
り
の
赤
ち
ゃ
ん
と
い
う
意
味
の
言

葉
で
し
た
。

赤
ち
ゃ
ん
は
、
体
が
赤
み
が
か
っ

て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
「
赤
子
」
と
呼

ば
れ
ま
す
が
、
赤
子
イ
コ
ー
ル
緑
児

と
い
う
わ
け
で
す
。

保

健

士

男

性

の
保
健
婦

の
こ

と
。

わ
が
国

は
急

激

に
高
齢

化

が
進

み
、

保
健
医

療
を

取
り

巻

く
環

境

も
大

き

く
変

化

し
て

い
ま

す

。
二

の
た

め
、

以
前

に

も
増

し
て

、

地
域

で
の

保

健
指
導

が

重
要

視

さ
れ
て

い

ま
す

。

こ

れ

ま
で

の
保

健

指
導

業

務

は
、

保

健
婦
（

女

性

）
だ
け

し

か
働

く
二

と
が
で

き
ま

せ

ん
で
し

た

が
、

男

性

に
も
二

の
職

域

の
門

戸
を

開
く

こ

と

に
な
り

ま
し

た

。
議

員
立

法

に
よ

り
、

昨
年

十

一
月

の
国

会
で

、「

保

健
婦

助

産
婦

看
護

婦

法
」

が

改
正

さ
れ
た

の
で

す

。

こ

れ
に
よ

り

、「
保

健
士

の

名

称
で

保

健
指
導

に
従

事

す

る
男
子
に
つ
い
て
も
、
保
健
婦
に
関

す
る
規
定
を
準
用
す
る
」
と
な
り
、

今
年
四
国
家
試
験
か
ら
適
用
さ
れ
ま

す
。
す
で
に
、
養
成
機
関
を
卒
業
さ

れ
て
い
る
方
も
い
ま
す
。

保
健
士
の
受
験
資
格
は
、保
健
婦
・

士
学
校
で
六
か
月
学
ん
だ
人
に
限
ら

れ
て
い
ま
す
。
試
験
に
合
格
し
た
人

は
保
健
所
や
市
町
村
な
ど
で
、
さ
ま

ざ
ま
な
保
健
医
療
活
動
を
行
い
ま
す
。

成
人
病
の
予
防
、
妊
産
婦
や
乳
児
の

相
談
、
結
核
患
者
や
エ
イ
ズ
を
心
配

し
て
い
る
人
々
の
相
談
な
ど
で
す
。

保
健
士
は
、
男
性
の
新
し
い
職
業
と

し
て
、
い
ま
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。



お
元
気
で
す
か

出
稼
ぎ
現
地
の
み
な
さ
ん

遠
く
ふ
る
さ
と
を
離
れ
て
仕
事
に
励
ん
で
お
ら
れ
る
み
な
さ
ん
、

現
地
で
の
生
活
は
い
か
が
で
す
か
。

こ
の
ペ
ー
ジ
は
、
現
地
と
ふ
る
さ
と
を
結
ぶ
、
み
な
さ
ん
と
の
か

け
橋
で
す
。

現
地
で
の
情
報
、
お
便
り
、
写
真
な
ど
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

全

国

出

稼

者

大

会

報

告

佐
井
村
季
節
労
務
者
協
議
会

会
長

長

後

雄

二

今
年
も
二
月
六
日
午
前
一
〇

時
か
ら
、
東
京
都
千
代
田
区
永

田
町
の
社
会
文
化
会
館
五
階

ホ
ー
ル
に
於
て
、
全
国
出
稼
者

第
三
〇
回
記
念
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

東
京
も
例
年
に
な
く
、
雪
も

積
り
こ
の
日
は
晴
れ
て
は
い
ま

し
た
が
燉
た
く
、
凰
が
厳
し
い

朝
で
し
た
。

青
森
、
秋
田
を
始
め
と
す
る

東
北
六
県
に
新
潟
県
代
表
四
百

名
の
東
日
本
大
会
で
し
た
。

主
催
者
を
代
表
し
て
、
全
国

出
稼
組
合
連
合
会
々
長
（
参
議

院
議
員
）
細
谷
昭
雄
さ
ん
が
挨

拶
し
て
、

こ
の
た
び
の
全
国
出
稼
者
大

会
が
第
三
〇
回
の
記
念
大
会
と

な
り
ま
し
た
。

組
合
員
の
み
な
さ
ん
、
出
稼

者
の
み
な
さ
ん
、
関
係
諸
方
面

の
み
な
さ
ん
と
と
も
に
出
稼
運

動
を
こ
こ
ま
で
持
続
し
て
き
た

こ
と
を
喜
び
た
い
と
思
い
ま
す
。

三
〇
年
と
は
短
い
よ
う
で
長

い
運
動
で
し
た
。
本
当
に
感
慨

無
量
で
す
。

一
九
六
〇
年
代
の
日
本
が
高

度
成
長
を
始
め
る
中
で
、
日
本

社
会
の
矛
盾
の
縮
図
と
し
て
の

農
民
、
悲
劇
、
悲
惨
さ
を
な
ん

と
か
解
決
せ
ね
ば
と
い
う
、
せ

っ
ぱ
つ
ま
っ
た
想
い
で
栗
林
三

郎
前
会
長
が
情
熱
を
か
た
む
け

て
は
じ
め
た
運
動
が
地
道
な
あ

ゆ
み
を
ひ
い
て
引
継
が
れ
て
き

ま
し
た
。

こ
の
間
、
出
稼
農
民
の
み
な

さ
ん
も
、
運
動
に
た
ず
さ
わ
っ

て
こ
ら
れ
た
人
の
な
か
に
は
既

に
な
く
な
ら
れ
た
方
も
多
く
、

高
齢
化
し
て
引
退
な
さ
れ
た
方

も
多
く
お
り
ま
す
。
前
会
長
の

栗
林
さ
ん
も
そ
の
一
人
で
す
。

青
森
県
、
秋
田
県
で
も
事
故

災
害
や
、
病
害
等
で
健
康
管
理

の
不
完
全
さ
か
ら
死
亡
さ
れ
た

出
稼
労
働
者
は
こ
こ
一
年
で
も

七
〇
名
位
は
あ
る
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

こ
れ
ら
の
犠
牲
者
の
霊
に
対

し
て
黙
躊
を
捧
げ
ま
し
た
。

こ
こ
三
〇
年
の
歩
み
の
中
で
、

飯
場
や
宿
舎
の
改
善
、
労
働
対

策
な
ど
か
な
り
の
改
善
が
な
さ

れ
て
き
ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ

不
充
分
で
あ
り
ま
す
。

退
職
金
を
た
す
こ
と
、
有
給

休
暇
を
あ
た
え
る
こ
と
な
ど
沢

山
問
題
が
あ
る
が
、
現
場
で
は

ま
だ
改
善
さ
れ
て
い
な
い
。

こ
れ
か
ら
は
原
点
に
か
え
っ

て
、
親
方
と
喧
嘩
す
る
こ
と
で

は
な
く
、
要
求
し
て
い
く
こ
と
、

相
談
し
て
い
く
こ
と
、
勇
気
を

出
し
て
確
認
し
て
い
く
こ
と
を

訴
え
て
挨
拶
を
終
え
ま
し
た
。

万
場
の
拍
手
で
し
た
。

出
稼
者
の
諸
要
求
に

関
す
る
決
議

深
刻
化
す
る
不
況
は
、
出
稼

者
に
対
す
る
求
人
の
激
減
と
な

っ
て
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
さ
ら

に
昨
年
は
Ｉ
〇
〇
年
に
一
度
と

い
わ
れ
る
大
凶
作
と
コ
メ
の
部

分
解
放
決
定
で
、
出
稼
者
は
大

き
な
打
撃
を
受
け
て
い
る
。
近

年
、
出
稼
者
の
労
働
条
件
な
ど

は
か
な
り
改
善
さ
れ
て
き
た
が
、

景
気
に
左
右
さ
れ
収
入
加
減
少

し
た
り
、
家
族
と
長
期
間
わ
か

れ
た
生
活
を
し
な
が
ら
過
酷
な

労
働
に
就
労
し
て
い
る
こ
と
に

は
変
わ
り
な
い
。
ま
た
慣
れ
な

い
仕
事
を
し
て
労
働
災
害
で
亡

く
な
る
出
稼
者
も
少
く
な
い
。

私
た
ち
は
三
〇
年
前
に
第
一

回
全
国
出
稼
者
大
会
を
開
催
し
、

「
明
る
く
健
康
で
事
故
の
な
い

職
場
を
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し

て
き
た
が
、
建
設
業
で
の
労
働

災
害
の
多
発
、
不
明
確
な
雇
用

関
係
は
あ
と
を
絶
た
ず
、
健
康

管
理
も
い
ま
だ
万
全
と
は
い
え

な
い
。
宿
舎
も
規
程
を
守
ら
れ

て
い
な
い
所
が
依
然
と
し
て
多

い
。出

稼
者
の
諸
条
件
を
改
善
す

る
た
め
、
出
稼
者
の
就
労
し
て

い
る
事
業
所
に
、
労
働
省
が
作

っ
た
「
出
稼
労
働
者
対
策
要

綱
」
を
最
低
限
の
こ
と
と
し
て

守
ら
せ
、
さ
ら
に
改
善
を
図
る

よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

よ
っ
て
わ
れ
わ
れ
は
、
政
府
に

対
し
て
、
当
面
す
る
出
稼
者
の

労
働
条
件
を
改
善
す
る
た
め
、

左
記
事
項
の
実
現
を
要
求
し
て

た
た
か
い
を
す
す
め
る
。

記

一
、
諸
条
件
の
改
善
の
た
め
、

当
面
、
「
出
稼
労
働
者
対
策
要

綱
」「
同
要
領
」
を
事
業
主
や
自

治
体
、
関
係
団
体
に
完
全
に
実

施
さ
せ
る
よ
う
行
政
指
導
を
強

化
す
る
こ
と
。
と
く
に
出
稼
者

に
有
給
休
暇
の
充
実
、
建
設
業

退
職
金
共
済
制
度
の
完
全
適
用
、

就
労
先
で
の
健
康
管
理
の
充
実

等
に
つ
い
て
行
政
指
導
を
徹
底

さ
せ
る
こ
と
。

一
、
出
稼
者
の
賃
金
体
系
を
月

給
制
へ
改
善
す
る
よ
う
指
導
し
、

そ
の
実
現
に
合
わ
せ
て
週
休
二

日
制
や
休
日
の
確
保
な
ど
を
普

及
し
て
い
く
こ
と
。

コ

雇
用
保
険
法
の
改
悪
は
絶

対
に
お
こ
な
わ
な
い
こ
と
、
ま

た
、
「
冬
期
技
能
講
習
助
成
給

付
金
制
度
」
等
の
冬
期
雇
用
援

護
制
度
の
内
容
を
充
実
さ
せ
る

こ
しこ
。



コ

出
稼
者
の
地
元
就
労
を
促

進
さ
せ
る
た
め
、
賃
金
の
地
域

格
差
の
是
正
や
全
国
一
律
最
低

賃
金
の
確
立
、
雇
用
開
発
な
ど
、

抜
本
的
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

と
く
に
北
海
道
等
の
積
雪
寒
冷

地
帯
に
お
け
る
雇
用

の
拡
大
、

通
年
雇
用
化
な
ど
季
節
労
働
者

対
策
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
。

コ

出
稼
者
の
職
場
、
宿
舎

に

お
い
て
発
生
し
た
一
切
の
事
故
、

災
害
、
疾
病
に
つ
い
て
は
全
て

労
働
基
準
監
督
署
に
届
け
で
る

こ
と
を
義
務
づ
け
る
と
と
も
に
、

労
働
災
害
補
償
保
険
法
を
適
用

す
る
こ
と
。
と
く
に
、
脳
卒
中

な
ど
の
疾
病
に
よ
る
死
亡

の
場

合
の
労
災
適
用
基
準
を
緩
和
す

る
こ
と
。

コ

建
設
業
附
属
寄
宿
舎
規
程

を
完
全
に
守
ら
せ

る
た
め
、
定

期
的
に
宿
舎
の
一
斉
点
検
を
お

こ
な
い
、
違
法
宿
舎
に
つ
い
て

は
使
用
停
止
な
ど
の
措
置
を
講

ず
る
こ
と

。
ま
た
、
規
程
の
充

実
、
改
正
を
す
る
。

コ

就
労
、
年
末
帰
郷
、
離
職

時
の
旅
費
、
仕
度
金
、
退
職
金

の
支
給
を
事
業
所
に
義
務
づ
け
、

強
力
に
指
導
す
る
こ
と
。

一
、
そ
の
他
諸
々
に
つ
い
て
は

略
し
ま
す
。

大

会

宣

言

私
た
ち
が
、
日
比
谷
野
外
音

楽
堂
で
第
一
回
全
国
大
会
を
開

催
し
て
か
ら
、
こ
と
し
で
三
〇

回
目
の
記
念
す
る
べ
き
大
会
を

む
か
え
た
。
し
か
し
、
こ
の
三

〇
年
の
道
の
り
は
決
し
て
容
易

な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

組
織
も
金
も
な
い
出
稼
者
が
、

毎
年
大
会
を
開
催
す
る
こ
と
が

で
き
た
の
は
、
自
治
体
な
ど
を

ま
わ
っ
て
カ
ン
パ
を
し
て
も
ら

い
、
そ
の
わ
ず
か
な
資
金
で
雨

の
日
も
雪
の
日
も
不
案
内
な
住

所
を
さ
が
し
て
職
場
辛
宿
啻
に

出
稼
者
を
訪
問
し
て
大
会
に
参

加
を
呼
び
か
け
る
と
い
う
地
道

な
活
動
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
で

あ
る
。
そ
う
し
た
幾
多
の
困
難

を
克
服
し
て
大
会
を
積
み
重
ね

て
き
た
結
果
が
今
回
の
記
念
大

会
と
な
っ
た
の
で
あ
り
、
報
わ

れ
る
こ
と
の
な
い
出
稼
ぎ
運
動

に
献
身
的
な
努
力
を
さ
れ
て
き

た
先
輩
た
ち
の
活
動
と
と
も
に
、

大
会
を
支
え
つ
づ
け
て
き
た
出

稼
者
の
一
人
一
人
に
心
か
ら
の

感
謝
を
お
く
り
た
い
。

か
つ
て
「
動
物
飯
場
」
と
い

わ
れ
た
劣
悪
な
宿
舎
や
、
常
態

化
し
て
い
た
賃
金
不
払
い
、
労

災
害
に
泣
く
出
稼
者
が
数
多
く

い
た
が
、
そ
れ
ら
の
問
題
は
大

き
く
改
善
さ
れ
て
い
る
。
そ
し

て
最
近
は
、
出
稼
者
に
も
有
給

休
暇
や
建
設
業
退
職
金
共
済
制

度
の
普
及
を
全
国
出
稼
組
合
連

合
会
の
要
求
と
し
て
掲
げ
る
ま

で
に
至
っ
た
。
そ
れ
ら
の
成
果

は
、
出
稼
者
が
毎
年
毎
年
全
国

出
稼
者
大
会
に
結
集
し
、
日
本

で
た
だ
一
つ
の
出
稼
者
自
身
の

全
国
出
稼
組
合
連
合
会
を
作
り
、

粘
り
強
い
闘

い
を
行
っ
て
き
た

か
ら
こ
そ
勝
ち
と
る
こ
と
が
で

き
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
出
稼
者
や
季
節
労

働
者
の
賃
金

や
労
働
諸
条
件
、

宿
舎
な
ど
職
場
環
境
や
生
活
環

境
は
ま
だ
ま
だ
改
善
さ
れ
な
け

れ
ば
い
け
な
い
問
題
を
抱
え
て

い
る
。
ま
た
、
日
本
農
業
は
昨

年
の
大
凶
作
に
追
い
討
ち
を
か

け
て
、
最
後
の
砦
と
言
わ
れ
た

コ

メ
の
市
場
開
放
ま
で
政
府

が

受
け
入
れ
、
大
き
な
転
換
点
に

た
た
さ
れ
た
。
こ
の
ま
ま
で
は

農
業
は
崩
壊
し
、
地
域
の
活
力

は
失
わ
れ
て
、
私
た
ち
の
長
年

の
要
求
で
あ
っ
た
出
稼
ぎ
し
な

い
で
も
す
む
社
会
の
建
設
と
逆

行
す
る
こ
と
と
な
る
。

大
会
に
参
集
し
た
出
稼
者
、

季
節
労
働
者
の
み
な
さ
ん
、
全

国
の
仲
間
の
み
な
さ
ん

私
た
ち
は
黙
っ
て
い
て
は
私

た
ち
の
生
活
は
よ
く
な
ら
な
い
。

三
〇
年
間
の
貴
重
な
運
動
を
基

礎
に
し
て
新
た
な
決
意
の
も
と

に
、
広
く
仲
間
に
呼
び
か
け
て

地
域
や
職
場
で
出
稼
者
の
組
織

を
つ
く
り
、
全
国
出
稼
組
合
連

合
会
に
結
集
し
て
、
賃
金
や
労

働
諸
条
件
を
改
善
す
る
と
と
も

に
、
自
ら
の
生
活
を
守
る
た
め

に
と
も
に
闘
い
ま
し
ょ
う
。

右

宣
言
す
る
。

大
会
第
二
部
は
、
日
本
社
会

党
の
村
山
委
員
長
が
挨
拶
に
立

っ
て
私
の
父
も
今
流
で
い
え
ば

出
稼
労
働
者
で
し
た
。
当
時
は

賃
金
の
高
い
職
場
を
求
め
隧
道

工
事
な
ど
危
険
な
現
場
が
多
か

っ
た
。
そ
の
た
め
、
じ
ん
肺
な

ど
、
健
康
管
理
が
大
切
で
あ
る

こ
と
を
強
調
し
ま
し
た
。
国
民

の
声
は
、
農
民
、
労
働
者
、
の

み
な
さ
ん
は
連
立
与
党
の
中
心

で
あ
る
社
会
党
は
何
し
て
い
る

ん
だ
、
も
っ
と
頑
張
れ
、
い
ろ

い
ろ
と
注
文
が
あ
り
ま
す
が
景

気
対
策
を
ど
う
す
る
か
、
福
祉

を
ど
う
す
る
か
、
予
算
等
で
、

六
兆
円
減
税
な
ど
で
頑
張
る
と

決
意
表
明
さ
れ
ま
し
た
。
他
に

全
日
本
農
民
組
合
連
合
会
、
食

と
み
ど
り
、
水
を
守
る
中
央
労

農
市
民
会
議
、
労
働
省
、
天
明

港
町
診
療
所
所
長
、
の
各
代
表

が
決
意
表
明
さ
れ
ま
し
た
。

出
稼
運
動
功
労
者
等
の
表
彰

は
、
三
〇
年
の
節
目
を
祝
う
と

と
も
に
、
活
動
の
さ
ら
な
る
発

展
を
誓
い
、
組
合
運
動
の
功
労

者
百
七
人
の
各
県
代
表
に
、
細

谷
昭
雄
全
国
出
稼
組
合
連
合
会

々
長
か
ら
表
彰
状
を
、
出
稼
者

に
理
解
あ
る
企
業
や
団
体
に
も

感
謝
状
を
贈
り
今
後
の
努
力
を

お
願
い
し
ま
し
た
。

青
森
県
で
は
佐
井
か
ら
、
長

後
雄
二
、
加
藤
秀
美
、
小
笠
原

政
信
、
宮
川
智
氏
が
表
彰
状
、

協
力
企
業
で
は
、
日
本
舗
道
関

連
会
社
か
ず
さ
舗
道
社
長
の
木

部
歳
雄
氏
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

懇
親
会
・
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

は
山
形
県
の
民
謡
歌
手
、
落
語

家
の
皆
さ
ん
の
協
力
で
盛
況
で

し
た
。

前
日
、
大
会
結
集
参
加
を
促

す
こ
と
も
兼
ね
て
、
山
本
秀
夫

地
区
労
議
長
と
今
村
修
代
議
上

が
佐
井
村
の
出
稼
現
地
を
訪
問

さ
れ
親
し
く
現
場
の
皆
さ
ん
と

語
り
合
っ
た
こ
と
も
、
多
謝
し

ま
す
。

大
会
に
は
、
私
、
山
本
秀
夫
、

現
地
か
ら
は
、
加
藤
秀
美
、
北

川
勝
司
の
皆
さ
ん
が
参
加
し
ま

し
た
。

大
変
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。



「呆健 婦 だ よ り

糖尿病を

予防しよう

～毎日の生活を

見直そう～

雪
も
消
え
足
元
も
軽
辛
か
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

冬
の
間
の
着
ふ
く
れ
や
運
動
不
足
を
解
消
す
る
た
め
に
、
活
発
に

動
い
て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
農
作
業
や
漁
業
な
ど
多
忙
な
時

期
の
は
じ
ま
り
と
な
り
ま
し
た
が
、
今
年
も
元
気
に
過
ご
す
た
め
に

健
康
に
も
心
く
ば
り
を
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

今
月
は
成
人
病
の
中
で
も
、
高
血
圧
や
動
脈
硬
化
等
の
次
に
多
い

糖
尿
病
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

毎
年
村
で
実
施
し
て
い
る
「
基
本
健
康
診
査
」

厰

・
血
液
・
血

圧
・
眼
底
・
心
電
図
等
の
検
査
と
診
察
）
で
は
糖
尿
病
の
疑
い
で
精

密
検
査
を
受
け
た
方
今
、
治
療
す
る
ほ
ど
で
な
い
が
生
活
や
食
事
の

工
夫
が
必
要
と
な
っ
た
方
が
身
近
に
い
ま
す
。

①

糖

尿

病

は

な

ぜ

こ

わ

い

病

気

か

そ
れ
は
、
合
併
症
が
全
身
に
出

て
く
る
か
ら
で
す
。
治
療
を
せ

ず
放
っ
て
お
け
ば
死
に
至
る
急

性
の
合
併
症
や
、
三
大
合
併
症

と
い
わ
れ
る
網
膜
症
、
腎
症
、

神
経
障
害
、
そ
れ
に
脳
や
循
環

器
系
の
障
害
に
つ
な
が
る
動
脈

硬
化
な
ど
の
深
刻
な
合
併
症
に

か
か
る
こ
と
で
す
。
こ
れ
ら
の

合
併
症
は
老
化
を
加
速
さ
せ
、

生
命
を
根
底
か
ら
脅
か
し
ま
す
。

（
図
１
・
図
２
）

②

糖

尿

病

と

は

ど

ん

な

病

気

か

糖
尿
病
は
、
胃
の
後
ろ
に
あ

る
す
い
臓
か
ら
血
液
に
分
泌
さ

れ
る
イ
ン
ス
リ
ン
と
い
う
ホ
ル

モ
ン
の
不
足
と
そ
の
作
用
が
弱

く
な
る
こ
と
が
原
因
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

ブ
ノ
ス
リ
ン
が
不
足
す
る
と
、

血
液
の
中
の
ブ
ド
ウ
糖
が
体
内

で
干
不
ル
ギ
ー
源
と
し
て
利
用

さ
れ
に
く
く
な
っ
て
、
血
液
の

糖
濃
度
が
持
続
し
て
高
ま
り
、

や
が
て
糖
尿
病
と
な
り
ま
す
。

糖
尿
病
に
は
イ
ン
ス
リ
ン
の

生
産
能
力
が
極
端
に
低
い
若
年

型
（
イ
ン
ス
リ
ン
依
存
型
）
と

そ
う
で
な
い
成
人
型
（
イ
ン
ス

リ
ン
非
依
存
型
）
の
タ
イ
プ
が

あ
り
ま
す
。
前
者
は
小
児
や
若

者
に
、
後
者
は
大
人
の
糖
尿
病

に
多
く
み
ら
れ
ま
す
。
わ
が
国

・ こわい合併症・併発症

●
合
併

症
の
２

つ
の

タ
イ
プ

急

に
起
こ
っ
て
く

る
も
の

（
急
性
合

併
症
）

・

糖

尿

病

昏

睡

（
高

血

糖

昏

睡
）

・
低
血

糖
昏
睡

・
急
性

感
染
症

ゆ
っ
く
り

起
こ

っ
て

く
る
も

の

（
慢
性
合
併

症
）

・
細
小

血
管
合
併
症

腎
症

網
膜
症

神
経
障
害

・

犬

血

管

障

害

（
動

脈

硬

化

症
）

脳
梗

塞

心
筋
梗

塞

壊
疽

４月 の保健事業

７日田

二

卜

回 日

２８日（利 午前９時～１２畤

場所 役場健康相談室

電話での相談も受付けし

ますので、お気軽にご利

用ください。

１８日（月） 子宮がん、乳が

１９日（火）

｜

ん、甲状腺がん

検診

場所 時間 対象地区は

後日保健協力員を通じて

お知らせします。

２０日（水） リハビリ教室

場所 あすなろ

時間 午後１時～３時

２７日（水） 乳児健康相談及び

離乳食実習

場所 振興センター和室

時間 午前１０時～１２時

対象 平成５年８月生～

平成５年１２月生



で
は
糖
尿
病
患
者
の
９０
％
は
こ

の
成
人
型
の
タ
イ
プ
だ
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

③

発

病

の誘

因

は

？

成
人
型
の
イ
ン
ス
リ
ン
非
依

存
型
糖
尿
病
に
な
る
に
は
、
生

ま
れ
つ
き
の
な
り
や
す
い
体
質

の
他
に
、
過
食
、
運
動
不
足
、

肥
満
、
感
染
症
や
ス
ト
レ
ス
な

ど
の
誘
因
（
引
き
金
）
が
重
な

り
あ
っ
て
お
こ
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

㈲

糖

尿

病

と

思

わ

れ

る

症

状

成
人
病
型
の
糖
尿
病
で
は
早

期
に
は
ほ
と
ん
ど
自
覚
症
状
は

な
い
。
進
行
し
て
く
る
と

○
の
ど
の
か
わ
き
ゃ
多
尿

○
体
が
だ
る
い

○
い
く
ら
食
べ
て
も
や
せ
る

○
化
膿
し
ゃ
す
く
、
な
か
な

か
治
り
に
く
い
。

○
歯
が
グ
ラ
グ
ラ
し
て
歯
が

抜
け
て
い
く
。

○
手
足
の
し
び
れ
や
神
経
痛

な
ど
が
出
て
き
ま
す
。

⑤

糖

尿

病

に

な

っ

た

ら

糖
尿
病
の
治
療
の
根
本
は
、

血
糖
を
正
常
値
近
く
に
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
す
る
こ
と
で
す
。
そ
し

て
治
療
は
毎
日
継
続
し
て
い
く

こ
と
が
何
よ
り
大
切
で
す
。

①
正
し

い
知
識
を
も
つ
こ

と
。
特
に
合
併
症
が
な
ぜ

お
こ
る
の
か
、
治
療
の
大

切
さ
を
知
る
こ
と
。

②
食
事
療
法
、
運
動
療
法
、

薬
や
注
射
（
イ
ン
ス
リ
ン

注
射
）
な
ど
主
治
医
の
指

示
に
従
っ
て
行
う
こ
と
。

特
に
食
事
療
法
は
糖
尿
病

治
療
に
は
最
も
大
切
な
も

の
で
、
こ
れ
だ
け
で
血
糖

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
で
き
る

人
も
多
い
で
す
。

③
一
生
の
病
気
で
す
。
あ
き

ず
に
根
気
よ
く
治
療
を
続

け
ま
し
ょ
う
。

④
定
期
的
に
検
査
を
う
け

る
。
合
併
症
が
な
い
か
、

治
療
が
う
ま
く
い
っ
て
い

る
か
確
か
め
る
た
め
に
検

査
は
犬
切
な
も
の
で
す
。

⑤
自
分
で
も
異
常
を
チ
ェ
ッ

ク
す
る
。

体
重
を
測
定
し
た
り
、
試

験
紙
で
尿
検
査
を
し
た

り
、
現
在
で
は
血
糖
も
自

分
で
測
定
で
き
ま
す
。

糖
尿
病
に
は
ス
ト
レ
ス
が
大
敵

精
神
的
に
し
ろ
肉
体
的
に
し
ろ
、
ス
ト
レ
ス

が
か
か
る
と
血
糖
値
は
い
っ
ぺ
ん
に
ポ
ン
と
高

く
な
り
ま
す
。

例
え
ば
「
悩
み
」

や
「
悲
し
み
」
や
「
怒

り
」
と
い
っ
た
精
神
的
に
動
揺
す
る
よ
う
な
こ

と
が
あ
る
と
、
暴
飲
暴
食
を
し
た
と
き
よ
り
も

も
っ
と
血
糖
値
が
高
く
な
る
の
で
す
。

ま
ぺ

感
染
症
に
か
か
る
と
、
肉
体
的
に
は

た
い
へ
ん
な
ス
ト
レ
ス
に
な
る
の
で
、
こ
の
場

合
も
や
は
り
血
糖
値
が
た
い
へ
ん
高
く
な
り
ま

す
。
そ
し
て
血
糖
値
が
高
く
な
る
と
さ
ら
に
感

染
症
の
症
状
が
進
む
と
い
う
悪
循
環
で
、
急
激

に
糖
尿
病
が
悪
化
し
ま
す
。

従
っ
て
糖
尿
病
治
療
の
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
の

一
つ
は
、
ス
ト
レ
ス
を
「
い
か
に
少
な
く
す
る

か
」
「
ど
う
や
っ
て
解
消
す
る
か
」
に
あ
る
と

い
え
ま
す
。
規
則
正
し
い
生
活
を
し
て
心
の
平

静
を
保
つ
こ
と
、
こ
れ
が
糖
尿
病
の
患
者
さ
ん

に
と
っ
て
は
大
切
な
の
で
す
。

⑥糖尿病を防ぐ生活習慣

１。肥満を解消し

標準体重を維持する

２。暴飲 ・暴食は避け 、

バランスのとれた

食事を する

３。適度な

運動を心がける

４。ストレスをためない

５。アルコールや

タバコをひかえる

６。定期検診は忘れずに



税務だより 税の相談は

お気軽に

税務相談室へ

〈税務相談室青森分室〉

８ ０１７７－２３－２３７９

Ｉ
確
定
申
告
が
間
違
っ
て
い
た
と
き

税

額

を

多

く

申

告

《

し

て

い

た

と

き

》

確
定
申
告
書
を
提
出
し
か
後

で
、
税
額
を
多
く
申
告
し
て
い

た
こ
と
に
気
付

い
た
と
き
は
、

「
更
正

の
請
求
」
そ
し
て
正
し

い
税
額
仁
訂
正
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

税

額

を

少

な

く

申

告

《

し

て

い

た

と

き

》

確
定
申
告
書
を
提
出
し
た
後

で
、
税
額
を
少
な
く
申
告
し
て

い
た
こ
と
に
気
付
い
た
と
き
は
、

「
修
正
申
告
」
を
し
て
正
し
い

税
額
に
修
正
し
て
く
だ
さ
い
。

確

定

申

告

を

（

忘

れ

て

い

た

と

き

）

確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
に
申
告
書
の
提
出
を

忘
れ
て
い
た
と
き
は
、
か
が
ち

に
確
定
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
税
務

署
や
税
務
相
談
室
に
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。

Ｉ
領
収
書
や
契
約
書
と
印
紙
税

私
た
ち
が
日
常
の
生
活
の
中

で
、
作
っ
た
り
も
ら
っ
た
り
す

る
文
書
の
中
に
は
、
領
収
書
や

不
動
産
売
買
契
約
書
な
ど
の
よ

う
に
、
印
紙
税
が
か
か
る
も
の

が
あ
り
ま
す
。

印
紙
税
は
、
印
紙
税
の
か
か

る
文
書
を
作
成
し
た
人
が
、
そ

の
文
書
に
定
め
ら
れ
た
額
の
収

入
印
紙
を
は
り
消
印
し
て
納
付

す
る
税
金
で
す
。
忘
れ
ず
に
印

紙
を
は
り
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
印
紙
税
の
か
か
ら
な

い
文
書
に
誤
っ
て
印
紙
を
は
っ

た
り
、
所
定
の
印
紙
税
額
以
上

の
印
紙
を
は
っ
た
場
合
、
所
轄

税
務
署
長
に
そ
の
文
書
を
提
示

し
、
事
実
の
確
認
を
受
け
る
こ

と
に
よ
り
、
誤
っ
て
は
っ
た
印

紙
税
額
の
還
付
が
受
け
ら
れ
ま

す
。詳

し
く
は
、
最
寄
り
の
税
務

署
や
税
務
相
談
室
に
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。

Ｉ四月から国民

年金の保険料

が変わります

国
民
年
金
の
保
険
料
が
四
月

か
ら
、
月
額
一
一
、
〇
〇
〇
円

に
変
わ
り
ま
す
。

国
民
年
金
が
支
給
す
る
基
礎

年
金
は
、
加
入
者
が
納
め
る
保

険
料
と
国
庫
負
担
に
よ
っ
て
ま

か
な
う
し
く
み
に
な
っ
て
お
り
、

年
金
額
の
改
善
に
伴
い
、
給
付

と
負
担
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
た

め
、
保
険
料
は
段
階
的
に
引
き

上
げ
ら
れ
ま
す
。

国
民
年
金
が
健
全
に
運
営
さ

れ
、
世
代
間
の
公
平
な
負
担
が

保
た
れ
る
よ
う
、
保
険
料
の
引

き
上
げ
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
付
加
保
険
料
は
、
こ

れ
ま
丘
ど
お
り
月
額
四
〇
〇
円

で
す
。



Ｉ
四
月
期
の
老
齢
福
祉
年
金
を
受

け
と
つ
た
ら
国
民
年
金
証
書
を

必
ず
提
出
し
ま
し
よ
う

老
齢
福
祉
年
金
を
受
け
て
い

る
み
な
さ
ん
、
四
月
期
の
年
金

を
受
け
取
り
に
な
り
ま
し
た
ら

緑
色
の
国
民
年
金
証
書
を
役
場

の
国
民
年
金
係
へ
必
ず
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

こ
れ
は
、
物
価
上
昇
に
伴
い

増
額
し
た
新
年
金
額
を
、
平
成

六
年
八
月
期
支
払
い
欄
に
記
入

す
る
た
め
で
す
。

こ
の
提
出
を
忘
れ
て
い
る
と
、

八
月
期
の
年
金
を
受
け
ら
れ
な

く
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

国

民

年

金

研

修

会

＝
高
齢
化
社
会
に
向
け
て
＝

二
月
十
七
日
、
ア
ル
ザ
ス
を

会
場
に
国
民
年
金
研
修
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
む
つ
社
会
保
険
事

務
所
か
ら
西
山
年
金
業
務
課
長

を
講
師
に
迎
え
、
「
国
民
年
金

制
度
・
年
金

匸
兀
化
問
題
」
と

題
し
て
映
写
機
を
使
い
な
が
ら

の
説
明
と
な
り
ま
し
た
。

参
加
者
は
三
十
五
名
と
少
な

か
っ
た
も
の
の
、
参
加
し
た
皆

さ
ん
は
真
剣
に
メ
モ
を
と
り
な

が
ら
説
明
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

質
疑
応
答
で
は
、
時
間
が

オ
ー
バ
ー
す
る
ほ
ど
質
問
が
多

く
出
て
、
年
金
に
対
す
る
関
心

の
深
さ
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

今
更
に

雪
降
ら
め
や
も

か
ぎ
ろ
ひ
の

燃
ゆ
る
春
べ
と

な
り
に
し
も
の
を

い
ま
さ
ら
雪
が
降
る
こ
と
が
あ

ろ
う
か
。
陽
炎
の
燃
え
立
つ
春
と

な
っ
た
の
に
、
と
い
う
の
が
大
意

で
す
。
陽
炎
は
夏
の
ほ
う
が
よ
く

見
ら
れ
ま
す
が
、
俳
句
で
は

春
の
季
語
で
す
。
陽
炎
を
見

る
と
、
春
が
き
た
な
あ
と
感

じ
る
人
も
多
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

日
当
た
り
の
よ
い
野
原
や

海
岸
、
舗
装
さ
れ
た
道
路
な

ど
で
遠
い
物
体
が
細
か
く
揺

れ
た
り
、
形
が
ゆ
が
ん
だ
り
し
て

見
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

が
陽
炎
で
す
。
ど
う
し
て
、
こ
う

い
う
現
象
が
起
き
る
の
で
し
ょ
う

か
。
強
い
日
差
し
で
地
面
や
海
面

が
温
ま
る
と
、
そ
の
上
の
空
気
が

熱
せ
ら
れ
て
上
昇
し
ま
す
。
そ
し

て
、
周
囲
の
温
度
差
の
あ
る
空
気

と
の
間
に
対
流
が
起
き
、
空
気
の

密
度
が
変
わ
り
ま
す
。
そ
こ
を
通

る
光
が
不
規
則
に
屈
折
し
て
陽
炎

が
発
生
す
る
の
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
カ
ゲ
ロ
ウ
と
い
う

名
前
の
昆
虫
が
い
ま
す
。
成
虫
の

寿
命
は
た
い
へ
ん
短
く
、
長
く
て

二
、
三
日
間
、
な
か
に
は
数
時
間

で
死
ぬ
も
の
も
い
ま
す
。

カ
ゲ
ロ
ウ
は
群
れ
に
な
っ
て
水

辺
を
舞
い
上
が
り
、
舞
い
下
り
る

動
作
を
繰
り
返
し
ま
す
。
こ
う
し

た
様
子
が
、
陽
炎
の
よ
う
に
ひ
ら

ひ
ら
、
ゆ
ら
ゆ
ら
し
て
見
え
る
た

め
、
二
の
名
が
つ
い
た
と
も
い
わ

れ
て

い
ま

す

。

ま
た

、

成

虫

の
寿

命

が

短

い

た

め
、

は

か

な

い

も
の

の

た

と
え

と
さ

れ

ま
す

。
と
こ

ろ

で

四

～

六
月

は

、

「

春

の
都

市

緑

化

推

進

運
動

」

で

す

。
都

市

の

緑
化

の
大

切

さ

を
認

識

し

、

み

ん

な
で

身

の
回
り
の
緑
を
守
り
、
増
や
す
努

力
を
し
た
い
も
の
で
す
ね
。



靴

の

収

納

と

ゲ

タ

箱

の

掃

除

－

扇
風
機
と
ヘ
ア
ド
ラ
イ
ヤ
ー
が
一
役
－

靴
は
湿
気
を
賺
い
ま
す
。
特

に
革
製
の
靴
は
、
湿
気
が
多
い

と
カ
ビ
が
は
え
ま
す
の
で
、
ゲ

タ
箱
の
湿
気
に
は
気
を
つ
け
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
も
ち
ろ

ん
梅
雨
時
は
要
注
意
。

靴
は
、
脱
い
で
す
ぐ
ゲ
タ
箱

に
入
れ
ず
に
、
ぬ
く
も
り
を
冷

ま
し
て
、
湿
気
を
と
っ
て
か
ら

入
れ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

雨
の
中
を
歩
い
た
靴
は
、
乾
い

た
布
で
水
気
を
ふ
き
と
り
、
靴

の
中
に
新
聞
紙
を
丸
め
て
入
れ

て
お
く
と
湿
気
が
よ
く
と
れ
ま

す
。靴

の
収
納
で
や
っ
か
い
な
の

は
、
靴
に
よ
っ
て
サ
イ
ズ
や
デ

ザ
イ
ン
が
ま
ち
ま
ち
で
、
ゲ
タ

箱
に
す
っ
き
り
と
収
ま
ら
な
い

こ
と
で
す
。

仕
切
り
板
を
調
整
で
き
る
も

の
に
す
る
と
、
靴
の
高
さ
別
に

収
納
で
き
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、

ゲ
タ
箱
に
パ
イ
プ
を
取
り
付
け
、

こ
れ
に
ブ
ー
ツ
を
（

サ
ミ
で
つ

る
せ
ば
短
靴
と
区
別
で
き
、
収

納
も
す
っ
き
り
し
ま
す
。
ま
た

オ
フ
シ
し
ス
ン
の
靴
を
他
の
所

に
保
管
し
て
お
く
な
ど
の
、
ち

ょ
っ
と
し
た
工
夫
で
、
ゲ
タ
箱

を
広
く
つ
か
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。

ゲ
タ
箱
の
掃
除
は
、
年
に
手

四
回
、
天
気
の
い
い
日
に
中
の

履
物
を
全
部
外
に
出
し
て
丁
寧

に
掃
除
を
し
ま
し
ょ
う
。

ま
ず
、
ゲ
タ
箱
の
戸
と
仕
切

り
板
を
外
し
ま
す
。
掃
除
機
で

は
こ
り
燹
コ
ミ
を
吸
い
取
り
、

住
宅
用
の
洗
剤
を
薄
め
た
も
の

で
内
側
と
外
側
を
ふ
き
、
そ
の

あ
と
水
ぶ
き
を
。
し
ば
ら
く
そ

の
ま
ま
に
し
て
、
風
を
通
し
て

乾
燥
さ
せ
ま
す
。
乾
き
が
悪
い

よ
う
で
し
た
ら
、
扇
風
機
や
ヘ

ア
ド
ラ
イ
ヤ
ー
を
使
う
の
が
お

勧
め
で
す
。
十
分
に
乾
い
た
ら
、

ゲ
タ
箱
の
掃
除
は
完
了
で
す
。

な
お
靴
を
入
れ
る
前
に
、
仕

切
り
板
の
上
に
新
聞
紙
を
二
、

三
枚
重
ね
て
敷
い
て
お
き
ま
し

ょ
う
。
ゲ
タ
箱
の
中
の
汚
れ
を

か
な
り
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す

し
、
次
回
、
掃
除
を
す
る
際
に

も
楽
で
す
。

満１鑞になります

竹 内 北 斗ちゃ人，

（政則・知子）
原 田

戸籍の窓口
３月１４日現在

○お誕生おめでとう

若山 育美 （典夫）古佐井

宮野 長嘉 （ 憲 ）大佐井

佐々木澣岫 白 秋彦）古佐井

○ご結婚おめでとう
１根岸 守男 原 田

冨江 栄子 脇野沢村

｜能登 俊樹 古佐井

音田登貴子 鳥取県

｜中村 直樹 神奈川県

宮川 裕子 大佐井
１磯谷 徹 大佐＃

山下 真美 神奈川県

｜林 義秀 大 間町

若山るみ子 古佐井
１木下 秀樹 風 間浦村

品田多華子 古佐井

｜鈴木 孝 埼玉県

中村眞 由美 古佐井

○おくやみ申し上げます

竹内茂三郎（ 榮 一 ）牛 滝

島野 きし（肴釧 阡）大佐井

木部 末造（ た さ ）原 田

東出喜代次（ 若 男 ）饑 谷

若山 みわ（松村き尚 古佐井

２月２８日現在人口（前月比）

男 １，７７５（＋１）

女 １，７９１（－２）

計 ３，５６６（－１）

世帯数 １，１１１（＋２）
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